
コンクリート品質向上に向けた取組み

株式会社 市川工務店

【暑中コンクリートの品質確保】
【ウェブカメラでの遠隔臨場】



工事概要
【工事名】
令和2年度
東海環状岐阜IC中央本線橋P7橋脚工事

【工 期】
令和2年10月12日～令和4年2月28日

【工事内容】

一般国道 475号東海環状自動車道
（仮称）岐阜IC 中央本線橋 のうち
橋脚 1基
場所打杭工 杭長50m  11本
橋脚躯体工 総コンクリート量

１３６１ｍ３



御望山

イメージ図（仮称）岐阜IC

中央本線橋P7橋脚



コンクリート打設割付・工程
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暑中コンクリート

足場組み替え等



暑中コンクリート施工計画を作成 コンクリート施工状況把握チェックシート
（暑中コンクリートバージョン）

様々な暑中コンクリートでの取組みを計画

暑中コンクリートの品質確保について



暑中コンクリートでの取り組み（抜粋）

【打込み箇所の温度上昇低減】
★日よけシートの設置
★ミスト噴射設備設置

【生コン運搬計画】
練り混ぜから打ち終わりまでを1.5時間以内に収まるよう、リフトスケ
ジュール、配車台数等を計画
【打設時間帯の検討】
気温上昇時をなるべく避けるため、打設開始時間を早める

【荷卸し温度上昇低減】
★アジデータ―車の待機所 屋根による日よけ 散水による冷却



暑中コンクリートでの取り組み【打込み箇所の温度上昇低減】
★日よけシートの設置
打込み箇所に直射日光があたらないよう、東面に遮光ネット
を設置

遮光ネット

遮光率65％を使用



暑中コンクリートでの取り組み【打込み箇所の温度上昇低減】
★ミスト噴射
打込み箇所にミスト噴射を行い、打設後の養生も含め温度上
昇の低減を試みた

ミスト噴射



暑中コンクリートでの取り組み【荷卸し温度上昇低減】
★アジデータ―車の冷却
アジデータ―車の待機所 屋根による日よけ・ミストシャワー・
ハイウォッシャーによる冷却



【動画映像（ドローン）】



温度計測

①
②

③

A

B
①休憩所付近
②アジデータ車待機所
③足場内打設箇所

の3箇所に温度計を設置

A：ポンプ車のホッパー内
にて荷卸し温度を測定

B：打設箇所にて打込み温度
を測定



温度計測結果（現場環境）

①
②
③

①休憩所付近(外気温)

②ｱｼﾞﾃﾞｰﾀ車待機所

③足場内打設箇所

34.4℃

10時9時 11時

30.6℃

35.0℃

31.2℃

31.5℃ 31.4℃

31.2℃ 31.3℃

35.2℃

打設当日（8月26日）
岐阜市の最高気温35.3℃

平均気温30.0℃
3～4℃低減！

外気温より・・



②ｱｼﾞﾃﾞｰﾀ車待機所では・・

散水したあと、ｱｼﾞﾃﾞｰﾀ車ﾐｷ
ｻｰ部での検温は29℃程度
（気温は35℃超え）



温度計測結果（荷卸し温度）
生コン荷卸し時温度測定（全台）

35℃以下！
（最低29.6℃ 最高31.2℃）



外気温

温度計測結果（荷卸し温度）

荷卸し温度

35℃

荷卸し温度は・・

低減され、尚且つ
外気温の上昇変化に
関わらず、荷卸し温
度はほぼ一定に保つ
ことができた。



ちなみに・・・打込み温度は？

コンクリート打設箇所で打込んだ直後に検温

荷卸し温度より・・

外気温

荷卸し温度

打込み温度

35.0℃

29.6℃

35.3℃

30.3℃

30.8℃

31.3℃

20車目
（11時50分頃）

24車目
（12時40分頃）

＋0.7℃ ＋0.5℃



暑中コンクリートにおける温度低減の取り組み まとめ

★効果があった点

遮光屋根+ミスト噴射+ハイウォッシャーアジデータ車待機所

外気温より3～4℃低減

遮光ネット+ミスト噴射打込み箇所

外気温より3℃低減

荷卸し温度 31℃

打込み温度 32℃



★検討課題1
遮光屋根+ハイウォッシャー

【ヤードが必要】

散水車 ウォッシャーマン

【コストが必要】



★検討課題2
ミストシャワー

可能であれば水道をひくと良い

【水の供給がひと手間かかる】



★検討課題3

【常に日陰での施工】

東側西側



★反省点及び改善点

配車ピッチのズレで練り混ぜから打ち終わりまでの
所要時間が最大で85分とギリギリ。

【柱2R打設 8/26】

【柱3R打設 9/10】

配車ピッチを変更して練り混ぜから打ち終わりまで
の所要時間が最大で63分で良好。



☆目視評価
柱2R・柱3Rについて、脱型、シート養生後（打設より約2か
月後） 目視評価を実行



目視評価結果

①沈みひび割れ
柱2R 柱3R

③打重ね線
②表面気泡

④型枠継ぎ目のノロ漏れ

⑤砂すじ

4.5

3.5

5.0

5.0

5.0

5.0

4.1

5.0

5.0

5.0

※各5点満点
※複数評価者（監督官、監理技術者、品質証明員）の平均
※外側のみの評価



③打ち重ね線 柱2R 3.5点 柱3R 4.1点



ウェブカメラでの遠隔臨場
使用の目的

コンクリート打設状況等を現場臨場

ウェブカメラでの遠隔臨場

・遠方、多忙でスケジュールが合わない

・コロナで緊急事態宣言が発令



使用機器

クラウド常時録画型ウェアラブルカメラ
「GENBAコネクト」を使用

・スマホの端末を使用

・何人でも視聴可能

・音声は基本一方通行（通話ボタンにて１
対１で会話は可能）

・サイトにて常時録画されるので、切り
取って記録として残せる（制限あり）



撮影実施

撮影は、決まった時間（実際は7時、8時、9
時、10時、11時）に打設状況等を説明をいれ
ながら撮影



★良かった点
作業状況をライブ映像として大人数に提供

工事関係者以外で普段なかなか見れない映像を提供

記録として残す



★反省点
打設状況の映像が非常に分かり難かった。
ディスカッションができない。
音声が聞き取りづらい
ライブ映像の欠点



★検討課題及び改善点

固定カメラをセットし定点映像として流す

熟練者の撮影

コンパクトなもの ｽﾏﾎ＋ﾊﾞｯﾃﾘｰ ｶﾒﾗ＋ﾊﾞｯﾃﾘｰ



最後に・・



ご清聴 ありがとうございました。

株式会社 市川工務店


